
昨年のサン・サン・ ヒロシマのイベントの

なかに曇暮溝 400年祭がありましたが、今ひ
とつ盛り上りこ欠けていたようです。輛の住民

ですら幕府の存在を知らない人が大多数であ

ればそれも無理のない話です。輛幕府はいわ

ば歴史の本流から議脱した存在です。歴史が

常に勝者の立場から語り継がれたものであれ

ば敗者のそれは抹殺されるか、無視されてき

たのも頷けます。歴史の本流から見れば、天

正元年に室琴幕府 :ま滅亡しました。しかし現

実には足利将軍が織田信長に京都を進放され

たのち毛flJ輝元を頼って輛に来ています。

将軍としての権威が厳然と威光を放っていた

とすれば、やはり幕府の存在を無視するわけ

にはいかないでしょう。とはいえ懸 の地で

あれば幕府と呼べるかどうか些か疑間ではあ

りますが・・・…。

そこで建利義理とはどの様な人物だったの

でしょうか。又備後とどの様に関わつたので

しょうか。既に義曜に関する書籍 も幾冊か出

版されていますからよく知られていると思い

ますが、「 薄倖の将軍」、「 失意の流浪将軍J

などと形容されている割には案外恵まれた一

生であったのではないかと私は思うのです。

私は私な りの見方で将軍の人となりを考察し

てみたいと思います。しかし最初にお断りし

ておかなければなりませんが、ここに書 きま

したのは論文と呼べるものではありません。

私は過去史学を専攻したわけではありません

し、この原稿を書くに当って師事した先生 も

いません。書き方もまったくの自己流です。

それを踏まえて御一読下されば幸いです。

…乗院脱出

義躍tま足秘 12代 将軍義晴を父に、関白近

衛尚道の娘を母として天文 6年に京都の南禅

寺の館で生まれています。義昭には兄と弟、

それに 5人の姉妹がいたようです。当時足覇

将軍家は凋落していましなから嫡子以外は格

式の高い寺院に預けていたようです。義躍も

近衛家の猶子 (名儀だけの養子 )と なって、

6才 の時より奈良興福寺=乗院の問跡覚誉

(母方の機父 )の元へ預けられました。興嬢

寺は平安朝の頃、藤原氏の氏寺として建立さ

れたものです。一乗院と大乗院があり、一乗

院 :ま南北朝の頃よう近資家の支配を受けるよ

うになりました。ここで義昭は覚慶と名乗り

29才 まで仏道一筋に精進していました。
しかし永禄 8年 5月 に父亡き跡 13代将軍と

なっていた兄義輝が松永弾正久秀や三好二人

衆 (三好長逸・二好政嚢・岩成友通 )等に殺

逆されたことでiII命が大きく転換しました。

三好一族は覚慶兄弟の従弟に当たる阿波公方

の足Ttl義親 (の ち14代将軍義栄 )を将軍に

擁立しようと画策したのです。母慶寿院と17

才の弟で北由鹿苑院 (金震寺 )に預けられて

いた周商も殺されました。京都にいれば覚慶

も直ぐ殺されていたか も知れませんが、奈良

に離れていたためか殺されるところまで:まい

かず監視付きの身となりました。そこで救出

作戦を立てたのが、京都大覚寺門跡義俊です。

義俊は慶寿院の兄ですから覚慶にとっては儀

父に当ります。そして救出作戦を実行に移し

たのが、線サ!懸孝 (幽斎 )と 米銀求政(監物)

です。――式藤長 ものち救出に力を賛したこと

で感状を受けていますから、この時何らかの

形で協寿したのでしょう。結夕::は この時 32
才、一式もほぼrn‐lじ位の筆令だったろうと思

います。二人は幼少の頃より12代将軍義晴

-10-



（
関
自
）

近
衛
尚
道

（
十
義
澄

大
内
義
隆

足 利 義 昭 関 係 系 図

（関
自
ン
ヽ
、

」
り

（ ‐
自
す
剌
劇
口
耐
「
‐
［
‐ ‐

『

（
久

義 卜
¨
剌
「
‐
‐

尊
政

（
一
乗
院
門
跡
）

義
俊

（大
覚
寺
門
跡
）

慶
寿
院

（義
晴
室
）

（
十

二
代
将
軍
）

義
晴（阿

波
公
方
）

義
維

女

（義
維
室
）

義
輝

（十
三
代
将
軍
）

女

（武
田
義
統
室
）

義
昭

（十
五
代
将
軍
）

周
骨

女

（
三
好
義
継
室
）

（
十
四
代
将
軍
）

義
栄

豊⌒
臣関
秀 自
吉
V

（猶
子
）

（
大
乗
院
門
跡
）

義
尋

（高
山

）

-11-―



に追侍していました。細川、一色家といえば

室町幕府が権勢を誇っていた頃の由緒ある家

柄です。細川家は 3代将軍義満の弟が継いだ

足利の支族です。藤孝は別の足利の支族、三

淵家の子として生まれましたが、管領細川家

の養子となっています。一式家は四職の 1つ

です。しかしこの頃は将軍家と共にこれら名

門の家も凋落していました。

細川達は覚慶を還俗させ次期将軍位につけ

る意図を持って、ともかく救出に成功しまし

た。そして一先ず近江油日 (滋賀県甲賀 )の

和田惟政の館へ落ち延びました。永禄 8年 7

月 29日 の事でした。 和田は甲賀の土豪で観
音寺城主六角義賢 (承禎 )の属将です。六角

の命令で義輝将軍の供衆として将軍家に仕え

ていました。六角義賢は義輝より諄を受けて

いますし、父の定頼は 10代将軍義植から観
音寺城を拝領していましたから当然覚慶救出

に協力したのでしょう。

覚慶は周囲から還俗を勧められ次期将軍と

なるよう説得されましたが、初めその意志は

なかったようです。 6才 より20数年間仏道
一筋で世俗にうとかったはずですから無理も

ありません。一乗院は格式の高い寺院ですか

ら下剋上の乱世ではあっても俗世間から隔絶

した平穏な生活だったことでしょう。この時

点では覚慶に将軍となる野心はなく、むしろ

中央制覇を目論む周囲の野望の為に利用され

たのではないかと思えるのです。世間知らず

の覚慶は彼等の愧儡だったのではないでしょ

うか。甲賀の里にある油日寺社に参詣した覚

慶が能面を被って『 われは油日のくぐつなり』

と自嘲したと伝えられています。この事から

も覚慶自らが将軍となることを望んでいたの

ではなかったと思われます。しかし結局は周

囲の説得に負けたようです。

伯父の大覚寺義俊の根回しによって越後の

上杉輝虎 (謙信 )が協力してくれることにな

りました。輝虎は義輝将軍の詳を受けていま

すo覚慶は輝虎に宛てた書状によって始めて

将軍位につく事を決意しています。又、武田

晴信 (信玄 )、 薩摩の島津貴久、義久父子、

肥後の相良義陽、若狭の武田義統にも書状を

出し出兵を促しています。

義昭関係の書籍の中では四職の 1つ、京極

家との関わりが出てきませんが、私が調査し

た限りではこの時代でも将軍家とは少なから

ず関わりがあったようです。近江伊吹山の上

平寺城主京極高吉 (17代)も 覚慶に協力して

います。京極は高吉の父高清の時代に家臣の

浅井亮譲に政権を取って代わられた経緯 もあ

り、この頃は伊吹山麓で逼ぎしてぃました。

従って覚慶に協力するといっても大きな力は

なかったようです。

覚慶のこの一乗院脱出は過去あまり大きく

取 り扱われた事はありません。この時代を扱

った映画やテレビドラマでも義昭将軍が主役

になる事はまずありませえ′。大抵は端役です。

しかし歴史の因果関係という観点から見ると

実に重大な出来事だったと思います。覚慶が

歴史の表舞台へ踊り出た事によってこれ以後

の歴史が急速に変遷しています。好むと好ま

ざるとにかかわらず影響を蒙った人物は多数

います。これらの人々の生死と興亡に多大な

影響を及ぼすなど、この時点では覚慶自身夢

想だにしなかった事でしょう。

一乗院脱出の 4ケ 月後、六角義賢の招きで

和田館より野洲郡矢島 (守山市 )に 居を移し

ました。明けて永禄 9年 2月 に覚慶は還俗し

て義秋と名を改めています。朝廷は義秋を左

馬頭に任じ、従五位下に叙しています。しか

しその頃阿波公方の足利義親 も次期将軍にな

るべく阿波より京都に向っていました。この

矢島において、尾張の織田信長に参陣を促が

したり、上杉輝虎、武田晴信、北条氏政に三

家が和睦して協力してくれるよう命じたりし

ています。この頃六角義賢の子義弼が三好三

人衆と通じ義秋を裏切った為に、京極高吉の

手引によって一行は若狭へ向いました。
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近江より若狭ヘ

義秋―行は若狭の守護大名、武田義統が居

城としている小浜の後瀬城へ身を寄せました。

義統には義秋の姉が嫁しています。後年京極

は娘の龍 (の ちに豊臣秀吉の側室となる)を

この義統の嫡子元明に嫁がせていますから、

京極と武田とは親しくしていたのか も知れま

せん。義統は心からの饗応をしたと思われま

すが、義秋上洛に手を貸すだけの力はありま

せん。そこで朝倉義景の協力で敦賀の金ケ崎

城へ移りました。

若狭より越前ヘ

金ケ崎は朝倉の本拠地一乗谷城の出城です。

城主は朝倉景恒です。

その頃阿波の義親は摂津富田 (大阪高槻市)

の普門寺に着いて義栄と改名しています。そ

して義秋と同じく朝廷より左馬頭に任じられ

従五位下に叙せられています。

明けて永禄 10年 3月 義秋は吉川元春に出雲

国の平定を祝した書状を送 り、ついでに毛利

元就に上洛の為の援助を頼みたいと要望して

います。7月 には吉川元春と上杉輝虎に参陣

することを命じています。しかしなかなか義

秋の思惑通 りの状勢とはなりませんでした。

金ケ崎に来て 1年余りの 11月 に一乗谷へ移

りました。義景は安養寺御所と呼ばれた館を

義秋の為に新築しています。

一乗谷城には美濃を斎藤道三に追われた明

智光秀が寄寓していました。光秀は戦国の武

将としてはなかなかインテリだったようです。

義秋の家臣細川藤孝も武将としてよりも歌人

として優れた人物ですから二人はどこか気の

合うところがあったのでしょう。この時を境

に光秀と藤孝の友情的な縁が結ばれたのです。

義秋はここで朝倉 と加賀の一向宗門徒との争

いを治め政治的手腕を見せています。この頃

はっきりと次期将軍位に対する野望を持った

ようです。それまでは将軍位につく事を渋々

宣言はしたものの、寺まいりなどして自分の

気持の整理が尽きかね悩 んでいた節がありま

す。しかし義秋が折角その気になったものの

翌永禄 11年 2月 阿波公方の義栄に14代 征夷

大将軍の宣下がありました。義秋には相当シ

ョックだったと思いますが、それでも諦めず

将軍位を狙ったようです。義秋は秋という字

が不吉として義昭と改名し元服式をしていま

す。 32才 となっていました。

その頃朝倉の嫡子が死亡し義景は落胆の余

りすつかり気落ちしました。元々義景は武将

というよりは京風の公家文化に傾倒するよう

な文弱であったらしく、義昭を擁して天下を

取るだけの気概が稀薄だったようです。そこ

で義昭は明智光秀の進言もあって織田信長を

頼ることにしました。

美濃より上洛ヘ

この頃信長は斎藤龍興を攻略し美濃一国を

平定していたこともあって快く受入れを承諾

しています。義昭は力の強い信長を頼り、結

果として朝倉を見限ったのです。美濃へ出立

の日義景は病気と称して見送つていません。

やはり自分より信長の方へ乗り変えられた事

で気を悪くして見送 りに来なかったのでしょ

うか。金ケ崎城主の朝倉景恒が近江の国境余

吾の庄まで見送っています。ここで義昭はこ

れまでの待遇に感謝の意を表わし、将来 も朝

倉を見捨てないとの誓書を景恒に托していま

す。

今度当国退座之処、忠義思召候。向後身上

不可見放候。大蔵卿可申候也。

七月二十日

朝倉左衛門どのヘ

義昭 (花押 )

義景はこの書を受け取ったものの気分を害

したままだったようです。この事がのちの滅

亡へとつながっていつたともいえるでしょう。

信長の使者が余吾の庄で一行を出迎えていま

す。その中に24才の若き小谷城主浅井長政
がいました。途中小谷城へ立寄 りました。

長政の妻は言わずと知れた信長の妹お市の方

です。当然盛大な饗応があったものと思われ

ます。茶々(淀君 )は もう生まれていて 2才
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になっていたはずです。

7月 26日 信長の本拠地美濃の立政寺へ着

きました。翌日信長は始めて義昭に謁見して

います。 8月 に入っていよいよ 14代将軍義

栄に敵対して上洛の途につきました。朝倉に

義昭―行に随行し上洛するよう誘いましたが

拒絶されました。又途中近江観音寺城六角承

禎にも甲賀の和田惟政を使者に立て協力を要

請しましたが、やはり拒絶されました。その

為信長はこれを攻撃し、六角父子はこれより

伊賀 (二重県 )に敗走しています。しかし伊

吹山上平寺城主京極高吉は信長に忠誠を誓い

一行に同行しています。

8月 26日 とうとう義昭、信長一行は入洛

することが出来ました。京都を牛耳っていた

三好二人衆は勝ち日はないと将軍義栄のいる

摂津へ逃れました。そして数ケ月後義栄が急

死しました。征夷大将軍にはなったものの、

入洛することなく1年足らずの名ばか りの将

軍でした。義栄の父は 13代将軍義晴の弟義

維です。母は周防の大内義隆の娘でしたが、

念願かなって栄光の座についたものの所詮は

三好二人衆達の野望に利用された愧儡将軍に

すぎなかったのです。ここで松永久秀と三好

長慶の養嗣子義継が三人衆と袂を分って降参

して来ました。義昭は母や兄弟を殺した二人

を誅伐するつもりでいましたが、信長は義昭

の意を無視して味方に引き入れました。そし

て二人に大和を平定させ、自らは戦わずして

大和を自分の勢力下に治めたのです。

金ケ崎壌

近

江

・ 観音寺城

甲賀

・ 伊賀

・ 小

谷
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15代 将軍

永禄 11年 10月 8日 ついに義昭は征夷大
将軍となりました。思えば奈良一乗院を脱出

してから流浪 3年余 りで権力の座についたの

です。義昭は将軍となったことで信長に論功

として管領職を与えようとしましたが、信長

は断って美濃へ引き上げてしまいました。多

分義昭の下で使われるよりも自分が将軍を操

る存在でいたかったのでしょう。その後の将

軍に対する態度がそれを証明しています。信

長は恩賞を辞退しましたが、大津、草津、堺

という流通経済の中心地だけは抜目なく掌握

しています。その上武家にとって名誉ともい

える「 桐 」と「 二引両」の紋章を受けていま

す。信長は義昭の利用価値を充分知っていた

とも言えます。

翌永禄 12月 2月 より信長は再度上洛し、

将軍の為の館を二条に造営しました。 4・ 5

年を要する大工事を 2ケ 月程で仕上げたと当

時信長の庇護の下にあったイエズス会の宣教

師ルイス・フロイスは書き残しています。信

長はキリシタンを容認した事で知られていま

すが、この時フロイスを信長や義昭将軍に謁

見させたのは他でもない甲賀武士の和田惟政

だったのです。和田は六角から離反して義昭

に仕えていました。和田はのちキリシタン大

名として有名になった高山右近の奨めで入信

したキリシタンでもあったのです。

この頃毛利元就と豊後の大友宗麟が敵対し

ていましたが、将軍はこれを和睦させようと

御教書を出したり、吉川元春と小早川隆景に

も大友と和睦するよう勧告しています。しか

し講和は実現せず依然として戦闘は続きまし

た。義昭は将軍として御教書を書けばそれが

非常に権威があり、自分が立派な調停者たり

得ると錯覚していた節があります。将軍には

なったもののまったく威力はなかったのです。

それどころか朝廷は将軍よりも信長の方を重

要視しました。その為信長は京都に所司役を

設けて明智光秀と朝山日乗 (日 蓮宗の僧侶 )

に幕府を監視させました。そして将軍に信長

の許可なくして政治活動をしてはならないと

いう意味の五ケ条の誓約を守らせることにし

ました。軍事力も経済力もない将軍であれば

結局は従わざるをえませえ′。

元亀元年になって信長は朝倉討伐を決め、

金ケ崎城を攻撃しました。度々恭順を促がし

ていましたが無視されていたからです。とこ

ろが妹婿の浅井長政が朝倉方につき、伊賀に

敗走していた六角承禎 も浅井方につきました。

この時京極高吉には浅井長政の姉との間に嫡

子高次がいましたが、浅井には味方せず、信

長方につき6才の高次を人質に出しています。

京極は大永 3年に家臣の浅井に権力の座を奪

われた怨みもあって信長方についたのでしょ

う。信長側にはその他三河の松平家康 (徳川 )

が味方してくれたものの翌 2年になっても勝

負はつきませんでした。そうこうしているう

ちに本願寺光佐 (顕如 )が全国の門徒に一揆

を起こすよう命じて信長に宣戦を布告し状勢

は慌しくなりました。

翌 3年正月に義昭の家臣細川藤孝と上野秀

政が意見の違いで衝突しました。上野はまだ

義昭が近江矢島にいた頃馳せ参じた父義晴の

旧臣です。細川はあくまでも信長に従う事を

主張し、上野はこの際信長を討つべきだと主

張しました。将軍は朝倉に恩義を感じており、

日頃の信長の高圧的な態度に不満を抱いてい

ただけに上野の肩を持ちました。その為細川

は怒って洛東鹿ケ谷に蟄居してしまいました。

この時を境に細川は義昭を見限 り織田方へ走

ったのです。

義昭が信長を敵にまわす気になったのは武

田信玄の存在です。信玄の妻と石山本願寺光

佐の妻が姉妹という関係もあって信玄は打倒

信長を画策したのです。信玄の上洛と呼応し

て三好義継、松永久秀が将軍方につきました。

義継の妻は義昭の妹です。多分義昭が将軍と

なってのち妹をめあわせたものでしょう。

将軍の裏切りを知った信長は又 もや 17ケ 条
の諌言をつきつけました。この時はまだ信長

に将軍を操るだけの余裕がありました。
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将軍、信長と訣別

ついに天正元年義昭は信長に攻撃を仕掛け

ました。最初は将軍方に有利に転開し、信長

は実子を人質に差し出すことを条件に和義を

申し入れて来ました。しかし義昭は強気に出

てこれを突張ねています。この頃義昭は毛利

輝元を右馬頭に任じています。 2年前祖父の

元就が死んで毛利家の総大将となっていた輝

元を自分の味方に引き入れる魂胆があっての

ことでしょう。しかし形勢は逆転し、その上

頼りの武田信玄が信濃において死亡しました。おおざまち
正親町天皇が仲裁に入り将軍は降伏するよう

勧告を受けました。将軍はそれを不服として

宇治槙島城でしぶとく信長に楯突きました。

多勢に無勢で槙島城は直ぐ落上しましたが、

信長は将軍殺しの汚名を着たくなかったのか

京都より追放の措置を取っェリ鳥蔵
。この時

将軍は 2才の実子とその母三位局を人質とし

て差し出しています。この子はのち出家して

奈良興福寺の大乗院の門跡となっています。

再び流浪の旅ヘ

将軍は義弟の三好義継を頼 り河内の若江城

へ移 りました。この時側室では春日局のみ従

い、その他の側室は将軍の■、鏡 BttL｀
ます。

名前が判名している側室には一対局、さこの

局、大蔵卿局、小宰相局など何人かいたようで

すが、ほとんどの出自は不明です。さこの局

は義昭が将軍となってのち信長が奨めた人で

播磨守護代、浦上宗景の家臣、宇野上野介の

娘という事です。 2年後二条昭実の側室にな

っています。

若江城において義昭は小早川隆景に御内書

を送り幕府再興の為に毛利家に手を貸して欲

しいと頼んでいます。この書を届けたのは一

色藤長です。義昭は若江城を出て堺に移り、

そこから吉川元春にも同様御内書を出してい

ます。河内の三好義継は数ケ月後、義昭を匿

まったことで信長に滅ぼされてしまいました。

ついで朝倉、浅井も減ぼされてしまいました。

義昭は諦らめず毛利に再三援助を求めました。

義昭はもっぱ ら頼みの綱 とした武田信玄に死

なれたことによって今度は毛利をあて吼セ薦
のです。かつて輝元は義昭の兄義輝から諄を

受けています。毛利は織田と天下を争う意志

はなかったようですが、信長は強力な毛利が

義昭方につくことを恐れ話し合うことを提案

してきました。信長方から木下秀吉 (豊臣 )、

朝山日乗、毛利方より安国寺恵竣が出席し堺

で会見しました。恵竣は安芸の安国寺 (現在

広島市牛田新町の不動院 )の住持であり、毛

利家の外交僧でもありました。義昭は自分の

置かれた立場 も考えず信長から人質を要求し

たため交渉は決裂しました。義昭は毛利に受

け入れて貰えず、仕方なく海路紀伊に向い由

良の興国寺に滞在することになりました。

従臣の中には奈良一乗院からずっと行動を共

にした一色藤長 もいます。春日局も一諸です。

これまで細川藤孝のように信長の勢力の前に

義昭を見限った者は多数います。和田維政は

この時すでに死んでいます。義昭を甲賀にお

いて匿まった功により芥川城 (大阪高槻市 )

を拝領していましたが、信長方に攻撃され討

死していたのです。

由良の興国寺へ落ち延びたのは天正元年 11

月の事でした。興国寺はその昔 3代将軍義満、

8代将軍義政の寄進を受けた足利ゆかりの寺

です。ここで義昭は帰京出来るように各地の

大名に斡旋を頼んでいます。武田勝頼、上杉

謙信、北条氏政、徳川家康、島津義久、河野

通直などです。しかし結局思惑は外れ、 2年

余 りここでの生活を余儀なくされました。

備後における義昭

天正 4年ついに毛利家が受入れを承諾した

為、備後の輛の浦へ向けて船出することが出

来ました。輛の浦へ着いたのは 2月 8日 の事

でした。この時義昭は丁度 40才でした。ち
なみに輝元はまだ 24才 という若さでした。

義昭に随行したのは春日局、真木島昭光、上

野秀政、武田信景、小林家孝、曽我晴助、六

角藤尭、春阿弥、畠山昭賢、柳沢元政等です。
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しかしこの随臣の中に何故か一色藤長の名前

が見えません。一色は足掛 11年義昭に近侍
しています。伺故輛へ同行しなかったのでし

ょうか。奥野高広氏の著書によると一色に後

日来るようにとの命令が出されましたが、遅

れて参上し義昭の不興を蒙ったと書かれてい

ます。由良では一色の供奉に対して義昭が感

状を与えていますが、その後二人の間で何か

確執があったのでしょうか。備後での生活に

は一色よりもむしろ真木島昭光や上野秀政の

方が義昭側近として活躍していることは残さ

れた古文書か らも歴然としています。真木島

は最後に信長と戦った宇治槙島城主でした。

上野は細川藤孝と意見の対立をして細川を結

果的に織田方へ走らせた人物です。

義昭―行は輛の浦において小松寺を仮の館

としたようです。小松寺は現在沼名前神社に

隣接した古栞」です。平重盛が創建した寺です

が建武の頃足利尊氏がこの寺で北朝の光厳上

皇の院宣を受取った、いわば足利家ゆかりの

寺でもあります。

当時輛は小早川隆景の配下となっていまし

た。因島の村上水軍、村上新蔵人吉充の弟祐

康が義昭の警護に当りました。安国寺恵竣は

輛の安国寺の住職も兼ねて毛利家や義昭の為

に外交手腕を振るっています。

義昭の居館がどこにあったか現在では、は

つきりとした事は分りません。城山の北西と

も東とも推察されていますが、輛在住の森田

龍児氏は城山の東、のちの福島正則時代の輛

城代大崎玄藩の家敷、申明帝跡がそれではな

いかと推定しておられます。ともかく新居に

は毛利摩下の武将がこぞって献上品を持参し

て将軍に拝謁したようです。これに対する礼

書が小早川、吉川、平賀家などに残っていま

す。

この頃毛利と織田は表面上は友交関係を装

っていましたが、裏面では織田が尼子の残党

を味方につけていた事や本願寺顕如より毛利

に援助を求めてきた経緯もあって、ついに毛

利は信長との戦いを決めました。元就に天下

統一を望んではならぬと戒められていたにも

関わらず輝元が義昭を備後に受け入れた事に

よって否応無く天下を争う事になったのです。

当然の事ながら義昭は喜び、直ぐ毛利の属将

達に忠戦の功に励むよう御内書を送つていま

す。山内新工門尉隆通、山内刑部少輔元通、

熊谷兵庫頭高直、熊谷次郎二郎元直にあてた

御内書が残されています。これに対して熊谷

元直が義昭の御内書に対してどう対処するか

輝元に尋ねています。輝元は将軍の意志に従

うよう示唆しています。たとえ将軍直々の命

令でも毛利の属将達は輝元の指示のもとに行

動したものと思われます。それだけ将軍の権

威は失墜していたのかも知れません。 7月 に

石山本願寺へ村上水軍率いる毛利軍が織田方

の水軍を敗 り武器や兵糧米などの搬入に成功

しました。これに慌てた信長は翌 5年羽柴秀

吉 (豊臣 )に先鋒軍の大将として播磨へ出陣

させました。これ以後毛利と織田は摂津、播

磨、備前、備中、美作、伯者、因幡などで戦

いを繰 り広げたのです。

義昭が輛に落付くに従って輛へ馳せ参じて

来る幕臣も増えてきました。そこで幕臣の扶

養に困窮したのか義昭は度々知行地を毛利に

要求しています。しかし毛利も織田との戦さ

で自分の属将達に与える知行地にも困窮して

それどころではありません。それに毛利は備

前の宇喜多直家や伯者の南条元続らに裏切ら

れ不利な条件で織田方と戦っていました。そ

の為毛利は将軍を援助する為に余分な出費に

困り防長 2ケ 国に将軍の滞在費用を課した程

です。そこで義昭もやむを得ず家臣の何人か

を毛利の属将の元へ仕官させています。伊勢

左京亮を平賀新四郎元相の元へ、一色中務少

輔 (藤長とは別人 .昭孝か?)を 山内隆通に

預けています。又義昭は神辺城を要求してい

ます。神辺城主杉原盛重は毛利の有力な属将

で尼子討伐に勲功があり、いかに将軍の望み

でもこれは実現しませんでした。そこで神田

惣四郎元忠が津之郷に毛利より拝領していた

土地を将軍に献上しました。その見返りに将
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軍は神Ellに 自傘袋、毛配の鞍覆の免許を与え

ています。その上幕府の外様衆に優金してい

ます。神田はのちに吉川元春の次男元氏の娘

を要ったことで周防の二浦を名乗り三浦元

忠と改名した人物です。神田の他にも将軍は

数年のうちに次々と外様衆にしています。熊

野の一葉曲城主渡透民部少輔元、熊谷信直、

村上祐康などです。渡辺氏の居城一乗山城と

願が近距離にあるところから将軍は渡辺家書

提寺の常国寺へ度々行った事があるようです。

常国寺には現在将軍の遺 19・ も伝えられていま

す。将軍と渡辺氏 :ま深い襲わりがあり房、難、

元と3代に渡って自傘袋、毛爵の鞍覆を免許

されています。

将軍は津之郷の土地を神田元忠より贈与さ

れたことによって輛より移転しています。古

文書のほとんどが年欠なのではっきりとした

時期は分 りませんが、福山市史や広島県史で

はこれが天正 10年頃と推定しています。そ
れに伴って小早チ||よ り郷分、神島、神村、佐

波、長和等の一部を所領地として贈与されま

した。そこで将軍は郷分に家臣小林家孝、神

島に真木島昭光、神村に石井清信らを住まわ

せました。将軍の館はのち豊臣秀書が立寄っ

た事から大閣屋敷と呼ばれた所のようです。

天正 10年備中高松城が羽柴秀書に包囲さ
れ城主溝水宗治が自刃しました。その 2轟 鋳

信長がIIn智光秀に拭逆されたにもかかわらず、

羽柴と毛利の講和が成立しました。将軍は信

長が死んだ事で爾ぐ帰京轟来るものと思って

いたようですが、状勢はなかなか複雑でした。

秀吉の家彗黒昌孝高や蜂須賀正勝に働きかけ

たり、柴田勝家や徳川家康にも連絡を取 り入

洛して返り咲く為の画策をしています。柴田

勝家は毛fljを 巻き込んで秀吉軍を実撃するつ

もりで真木島昭光に協力を頼み毛利の出兵を

提しています。これに対して柴露機には吉メ||

元春が交渉に当り、秀吉側には小早川が当っ

て、勝った側につこうとする毛利の態度が見

えます。

結局秀吉の天下となって後、四国平定に活

躍した小早川は伊予を拝領しましたが、そこ

の一漂を義曜:ま贈与してくれと度々要求して

います。義昭の自分の置かれた立場を考えな

い厚かましさにさぞかし小早川は辟易したの

でしょうか。この議は実現しなかったようで

す。

天正 13年秀吉は従夷大将軍になる野望を

持っていた為、義昭の猶子になることを申し

入れましたが、まだ義昭には将軍位に対する

未練があり当然の事ながら断っています。仕

方なく秀吉は近衛前関自前久の猶子となって

関自となりました。

天正 15年関自となった秀吉は九州平定に

取 りかかるべく自ら出陣しました。途中備後

に立寄 り赤坂の関透寺にて義昭の饗応を受 t'

たようです。義昭は九州の島津義久に一色昭

秀を使者に立て、秀書との穣議を動議し成功

させました。その結果秀吉は九州からの帰途

再び義昭の館へ立寄り快よく義昭の帰京を承

議しています。義鼈もこの甕はさすがに年の

せいか将軍位に執着せず豊臣政権下で帰洛し

て余生を静かに送ることを考えたのでしょう。

元家臣だった細川幽斎 (藤孝 )も 九州の帰途

立寄っています。帰京について打合せをした

のかも知れません。細チ:|は聡明な人物だった

らしく足利、織田、豊臣と上手に世渡りをし

ています。二人の憩怨もすでに 10数年の歳
月が流れ、打ち解けて話し合ったものでしょ

うか。まもなく義昭は村上水軍に護衛され輌

の浦より海路大阪に着き、次いで入洛を果じ

ています。天正 15年秋の事です。

家臣の一族の何人かはこの難後にそのまゝ

土着したようです。余談ですが時代はぐっと

下って、菅茶山の家系図に菅波家初代に畠山

五郎右衛 F撃道元の名前が見えます。奮波家所

伝によると道元は義昭に従って輛に来た人物

で警領畠由の直系と伝えられています。毛理

家文書の中に義昭の随臣畠山昭賢の名前があ

りますが、これが道元と同一人物なのでしょ

うか。菅茶山の先祖が義昭の家臣かどうか、

確鉦はありませんが、そのような伝承がある
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ということはやはり義昭の家臣の中には備後

に土着した人間がいたといえるのかも知れま

せん。

入洛その後

12月義昭は将軍職を正式に辞任しました。

そして明けて天正 16年 1月 出家しました。
道号を昌山、法名は道体です。秀吉より河内

国内 1万石の知行を与えられ、朝廷より准三

宮の侍遇を与えられています。にもかかわら

ず昌山はここで又厚かましくも小早川が九州

平定の褒賞として拝領した築前、築後の一部

をくれと要求しています。その結果かどうか

分 りませんが、築前の一部 3千石の安国寺恵

現領を手に入れています。その上かって小早

川より贈与されていた沼隈郡長和 (瀬戸町 )

の土地を管理する為、柳沢元政を下向させて

います。柳沢は毛利の家臣ですが天正元年よ

り紀伊の興国寺の将軍の元へ派遣されたお目

付役です。昌山は出家してもなお欲深であっ

たようです。

毛利の属将達は昌山が帰京してのちも、品

物を献上して敬意を払っています。本郷大場

山城主古志新十郎も義理堅い人物だったらし

く古志家文書に義昭の家臣上野秀政の礼状が

残されています。古志は始め尼子の属将でし

たが、のち毛利方についた、いわば外様で現

それゆえ古志が毛利や将軍に対してかなり気

を使っていたらしい事が分ります。

文禄元年秀吉は朝鮮出兵を決め自らも肥前

名護屋の本陣で指揮を取っています。昌山は

出家した身でありながら娑婆気を出し秀吉の

前馳を務めています。文禄 2年 9月 9日 に小

早川隆景にあてた見舞状を最後に昌山に関す

る文献史料を入手出来ないので定かではあり

ませんが、慶長 2年腫物の為に死亡したとい

います。享年 61才でした。死亡した場所を

京都とも大阪とも或いは備後の輛の浦であっ

たとも伝えられています。輌で死亡したとす

ればそれなりの史料がこの備後に残されて然

るべきですが、まだそれに関する確かなもの

は見つかっておりません。しかし細川家記に

記載されているらしい (私はまだ見ておりま

せん )輛死亡説はあながち根拠がないとは断

言出来ません。備後に住む私に取っては当然

この説に魅力がありますが、今後の調査研究

に期待を持ちたいと思います。

ともかく昌山の葬儀は嵯峨野にある等持院

で行われました。ここは初代尊氏以来の足利累

代の菩提寺です。葬儀には旧臣達やかっての

側室、それに奈良興福寺大乗院門跡となって

いる昌山の長子義尋もかけつけました。義掌

は天正元年、2才の時織田信長の元へ人質に

出されていた人物です。

義昭は生涯正室を持たなかったようです。

最後まで行動を共にしたのは春日局です。こ

の女性が実質的には正室のような立場であっ

たようです。備後滞在中に熊谷信直が年始の

祝儀を春日局にも贈っていることからも正室

として遇されていたのではないかと思います。

しかし出自やいつ側室になったのかは不明で

す。義昭関係の史料の中で何人かの側室の名

前が出てきますが、そのほとんどは不明です。

側室の中ではこの春日局はかなり実力があっ

たようです。小早川隆景の書状からも推察出

来るように発言力 も大きかったようです。家

臣達にもあれこれ口出しをしたり、指図して

いた節があります。従って義昭にも多大の影

響を与えた女性ではなかったかと想像されま

す。この春日局に関する史料がないのは大変

残念な事です。

私は冒頭に義昭の生涯は案外恵まれていた

のではないかと書きました。人それぞれに感

じ方や見方が違うと思いますが、私が思うに

は義昭は本来ならば将軍になれる立場にはな

かったのです。兄の義輝将軍が殺されなけれ

ば当然還俗 もなかったはずですし、 14代将
軍となった義栄が病死しなければ義昭が将軍

になれたかどうかも疑間です。運良く将軍と

なった義昭は流浪の間にも将軍家の権威の価

値を上手に使って、ともかく61才の天寿を
全うしたのです。晩年の義昭は出家している
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に もかかわ らず喜々として秀吉の前馳を務め

るな ど足利将軍としてのプライ ドなど、どこ

吹く風の鈍感さです。案外 目立ちたが りの出

たが りで幸せな晩年だったのか も知れないな

と思 うのです。

最後に私が義昭将軍について調べた事はま

だまだ不充分です。史料収集の不備や感違い

などがあるか も知れません。 どうか先輩諸氏

にそれらを指摘して頂 き御教示願えれば幸い

です。
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